
【産学連携】第15回神奈川産学チャレンジ
プログラムにて最優秀賞を受賞しました

2019年01⽉22⽇

12⽉18⽇（⽕曜⽇）、⼀般社団法⼈神奈川経済同友会が主催する「第15
回神奈川産学チャレンジプログラム」の表彰式がパシフィコ横浜にて⾏
われ、本学から応募した10チームのうち、1チームが最優秀賞、2チーム
が優秀賞を受賞しました。本学学⽣の受賞は、今回で5年連続となりまし
た。

今年度は、35の企業から37テーマが提⽰され、18⼤学235チーム、総学
⽣965名がプログラムに取り組みました。表彰式では最優秀賞と優秀賞の
発表がなされ、開催15回記念の特別賞を受賞した3チームによるプレゼン
テーションが⾏われました。
表彰式の後は懇親会が催され、お世話になった企業の⽅々や他⼤学の学
⽣とテーブルを囲み、親睦を深める機会となりました。

【企業名】株式会社横浜銀⾏
【応募テーマ】「地域⾦融機関としてふさわしい100周年記念事業の企画・⽴案」

1. 【企業名】⼤塚製薬株式会社
【応募テーマ】「神奈川県の健康課題解決において⼤塚製薬 横浜⽀店が⽣活者から、もっとも信頼
される会社となる為の提案」

2. 【企業名】ウエルシア薬局株式会社
【応募テーマ】「LINE×健康＋育成ゲーム」

本学受賞概要
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神奈川県内の⼤学と⼀般社団法⼈神奈川経済同友会の会員が所属する企業とが協同し、産学連携による
学⽣の⼈材育成を⽬的とした課題解決型研究コンペです。
企業が⽇常の経営課題の中から実践的な研究テーマを挙げ、それに対して学⽣が各テーマにチャレンジ
し研究成果を提出するというもので、書類審査、プレゼンテーション等の審査は全て企業が⾏います。
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神奈川産学チャレンジプログラムとは…


